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そして、４月に踊ったドラえもんを再び一緒に踊りました！皆さんサビ

のダンスは完璧に体にインプットされていましたでしょうか？徐々に踊る
部分を増やしていきますので、頑張って覚えていきましょうね！

大学院講義「歴史講座」

KUSAKA Lab.||Doshisha Women’s College

大学院講義「懐メロ講座第３弾」

ﾋﾟｶﾋﾟｶ新３回生
この日から本格的に、新３回生が

加入！それぞれが目標を抱え、ワ
ンダフル大学院に来てくれました。
この場では、私達はサポートする・

される関係ではありません。
様々な活動を通して、生きる意味

を発見し、一緒にワンダフル大学
院を創り上げていきましょう🌟

おはようございま〜す♪
この日も元気に始まった
ワンダフル大学院では、
毎朝お決まりの、気分を付

箋に書いて貼ってもらいま
した。なんとその中に素敵
な俳句を発見…！
「 空あおし

小鳥さえずる
みちふみしめ 」

いいお天気の中、ワンダフ
ル大学院に登校される皆
様が目にされた光景が浮か
ぶような俳句です✨

５月のハ
イライト

ダンシング・ヒーローを

踊る川原さんと大西さん
をパシャり！！シンクロ

している２人のダンスと

素敵な笑顔を学生カメラ
マンが激写しました♪

今回は、京田辺市の戦争遺跡について、木村さんが旧海軍火薬製施

設跡、久保さんと改森さんが旧陸軍弾薬庫と施設の現状についてお話
ししてくださいました。講師の先生方が写真を写しながら、説明してくだ

さいました。実際に下見に行かれた時の感想も聞くことができたので、と

ても想像しやすかったです。聴いている皆様も頷きながら、真剣な表情
でした。私達学生は、京田辺市の大学に通っているにも関わらず、祝園

弾薬庫について知らない学生が多かったように感じました。
歴史講座では毎回、皆様が住まれている、そして私達学生が通ってい

る京田辺市の今まで知らなかった歴史や場所を知ることができる素晴ら

しい機会だと思っています。また、歴史講座の遠足で、実際に目にする
ことができたらいいですね♪

早いもので、もう３回目となりました懐メロ講座では、まず、「みかんの花咲く丘」
を歌いました。この曲は、５月１３日が母の日であったことにちなんで、講師の方々
が選曲してくださいました。３番には、「いつか来た丘 かあさんと」「優しいかあさ

ん 思われる」との歌詞があります。皆様お母さんとの思い出が蘇り、暖かい気持

ちになったのではないでしょうか？次に、雰囲気をガラッと変えて、「有楽町で逢
いましょう」を歌いました。１９５７年に出されたフランク永井さんの曲で、教室がな

んともムーディーな雰囲気に包まれました。そして最後に学生セレクト曲として
荻野目洋子さんの「ダンシング・ヒーロー」を歌って踊り、懐メロ講座を締めくくりま

した！また、リクエストにお答えして、今回から歌詞カードを作成しました。ぜひ、

ファイリングして、懐メロをお家でも楽しんでくださいね♪



プロジェクト演習「ロボホンのワークショップ」
SCHEDULE

ワンダフル大学院は

毎月第2月曜日に開講です。

学生だより

【開催日】
ワンダフル大学院

６月1１日 (月）

【時 間】 10時〜12時
【場 所】 同志社女子大学
京田辺キャンパス 聡恵館
５階 Ｔ５５６

講義のミーティングに

Wonderful Café
ワンダフルカフェは月曜日にオープン
（講義の準備にどうぞ。予約制です。）

最後は、プロジェクト演習のワークショップで

す。まず最初に、プロジェクト演習の履修者が、
ロボホンと一緒にかわいいダンスをお披露目し

てくれました。ロボホンの踊っている姿を見て、

癒されましたね♪前回、プログラミングは難しく
聞こえるかもしれませんが、料理のレシピのよう

なもので、誰にでもできるものだと教えていただ
きました。今回はグループごとに、紙の上でプ

ログラミングを考え、実際にパソコン上で実践し

ました。「○歩動かす」と「○度回す」という２種
類の指示の紙に数字を書き入れて、「四角を書

く」というミッションをクリアするために、試行錯
誤を繰り返し、考えました。

チームワンダフルです♪
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ワンダフル⼤学院
Wonderful Graduate School of 
Mindfulness Performance

65歳になったらプロフェッサーになろう
⼈⽣のスーパーデザインプロジェクト

ワンダフル大学院は，人生の経験を積んだ高
齢者が，それぞれの生き方を多世代に伝える

語りを通して生き方を学び合う学校
です。
大学院ではシニアがプロフェッサーになり，15
分の講義をします。講義テーマは自由です。

ただし，「なぜ，この講義をしようと思ったか」，
「伝えたいことは何か」という，講師が生き方の

柱としている価値，すなわち魂の語りの
講義が，ワンダフル大学院の特徴です。

大学院に参加するすべての人が，年を重ねる

たびに生きるのが楽しくなる。そん
な場所であることをめざしています。
（日下菜穂子）

【発行】

ワンダフル・エイジング・プロジェクト
同志社女子大学 日下研究室内

〒619-0232 京田辺市興戸南鉾立

電話：(0774)65-8659（直通）
（0774)65-8543（現代社会学部）

email: prt-wa@dwc.doshisha.ac.jp
http://dwc-gensha.jp/HP_kusaka/top.html

最近は気温の変化が激しく、就職活動中の４回生は、スーツで出歩くことが辛く
なってきました。みなさまも暑くなってきますが、これからも体調にはきをつけて下
さいね！来月もお会いできることを楽しみにしております♪（かえきこ）

🌻今後の講義予定🌻

・絵画講座
…河北先生による似顔絵レッス
ン？！

・盆踊り講座
…新講座誕生か？！
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同志社女子大学現代社会学部の2年から4年生までの学生たちが、チー

ムワンダフルとして，シニアの先生方の講義をよりカッコよくするお手伝い
をします。院生さんとの交流の中で刺激を受け、新しい自分の一面を発

見しています。

一生懸命考えたプログラミングが想像通りに
画面上で動くと嬉しくなり、「やった〜！！」と
いう声もちらほら聞こえてきました。一方、思

い描いていたものにならなくて、何度も何度
も挑戦していたグループもありました。しか
し、「悔しい！」そう思った気持ちがとても大
切で、次に繋げることができるプログラミング
の面白いところだと上田先生に教えていただ

きました。そして最後になりましたが、徳田さ
んと吉村さんが、小学生がプログラミングを学
ぶメリットと高齢者がプログラミングを教えるメ
リットの２つを分かりやすく、そして面白くコン
ト風に説明していただきました😄🎶

Rainy Season


